
井関農機株式会社

迫る就農人口激減時代に備えて、

農機のロボット化進行中！

導入サービス ： docomo IoT 高精度GNSS位置情報サービス
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URL　https://www.iseki.co.jp/

お客さま情報

　日本の基幹的農業従事者（仕事として主に農業に携わっている人）の平均年齢は、2021年時

点で67.9歳です。郊外をドライブしている時に、田畑を見ていれば感じることでもありますが、

日本で農業に携わっている人は、高齢者の方が中心になっています。

「では、10年後、20年後、日本の農業はどうなると思いますか？　2021年時点の就農人口は

123万人ですが、20年後にはなんと1/4になってしまうのです」と話してくださったのは、井関

農機株式会社の三輪田部長。

「食料安全保障の観点からも、これ以上国内の生産力を下げるわけにはいきませんから、1/4

の人数で今と同じ生産高を得る必要があります。農業の法人化などの対策が講じられるとは

茨城県つくばみらい市にある井関農機「夢ある農業総合研究所」の実証圃場では、スマート農
業など先端営農技術の実証・研究が行われています。

井関農機株式会社夢ある農業ソリューション
推進部部長の三輪田克志部長（左）と、夢ある
農業ソリューション推進部の岩本一臣氏。

数cmの精度で運用可能

これから20年後には、就農人口が現在の約1/4になる日本の農業は、省力化、
いわゆる「より少人数で、さらなる大規模化」への取組みは喫緊の課題であっ
た。

課題

位置補正情報を用いて位置情報を測位するNetwork RTK方式により、数
cmの精度による位置情報の把握が可能となり、高精度な自動走行の実現が
可能となった。

対策

IoT高精度GNSS位置情報サービスを活用した自動操舵技術により、オペレ
ータが監視・遠隔操作することで、安全性を確保したロボットトラクタによる
無人作業が可能となった。

効果



思いますが、抜本的な生産効率の向上が必要になることは言うまでも

ありません」

　　小さく区分けされた狭い農地で、できる限り生産効率を高める……

「そこで必要になってくるのが、従来型農機のロボット化です。しか

し、狭い区画であぜ道を壊したりしないように巧みに動くには、精

密な制御ができなければなりません」と、井関農機の岩本氏は語り

ます。

　例えば、ロボットでまっすぐ精密にうね立てをすることで、手動

と比べ単位面積あたりのうねを10%増やすことができれば、収穫

量の10%増加が見込めます。しかし、一般的なスマホのGPSでは

誤差10mほど。これではとても使い物になりません。

対策
ドコモビジネスの高精度位置
情報サービスで農機を自動運転

　そこで役に立つのが、ドコモビジネスの『docomo IoT 高精度 

GNSS位置情報サービス』です。

　これは衛星のGPS情報に加えて、全国に設置された基準点からの位

置情報を活用し、誤差を数cm程度にまで小さくする技術。1基の基準

点のカバーするサービスエリアは半径20km範囲ですが、すでに全国

ほぼすべての地域をカバーしています。複数の基準点がある地域では

最寄りの基準点からの情報をもとに配信します。

「今までのは数十mも位置の誤差があったのですが、この技術は数cm。

『これでようやく使えるようになる！』と思いました」と語る岩本氏。

　井関農機のトラクタにはdocomo IoT 高精度 GNSS 位置情報サー

ビスを使って自動運転を可能としたモデルが用意されています。位置

情報サービスだけでなく、四方にはセンサーが設置され、人や障害物

が近づいた時に自動停止する機能も設けられており、農林水産省の定

めるガイドラインにもとづいた運用が可能です。

　就農人口の減少が進む中、生産効率を向上させる取り組みは必要不

可欠です。大型機械などの導入が効果的ですが、日本の農地はアメリ

カやブラジルなどのように大規模農業ではなく、小さく区分けされた

狭い農地が一般的であるため、大型機械化には不向きでした。

課題
20年後に1/4になる就農人口
省力化は喫緊の課題

ロボットトラクタは、乗って操作することも、降りて設定したルートを無
人で耕させることもできます。

「今後、農業の省力化は必須。農機の高精度GNSSサービスを使ったロボット化は、これからの日本の農業を支えると考えています」と、岩本氏は語り
ます。



●記載内容は2023年9月現在のものです。
●表記のサービス内容は予告なく変更することがありますので、お申し込み時にご確認ください。
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docomo IoT高精度GNSS位置情報サービスに関するお問い合わせ

サイト

受付時間 9：00～17：00
※携帯電話からもご利用になれます。土・日・祝日・年末年始は休業とさせていただきます。
0120-003300

https://www.ntt.com/business/services/highprecision_gnss_positioning.html
2023.10 © NTT Communications Corporation All Rights Reserved.

効果
精密な動作で日本の
狭い田畑でも運用可能

　わずか数cmの誤差で運用することができる、GNSSを使った井関

農機株式会社のロボットトラクタ・ロボット田植機では、日本の細かく

区分けされた田畑でも正確に動作し、作業を行うことができます。

　単位面積当たりの収穫量を増やすことが大切な農業においては、農

機を正確に運行させることが大切です。

「目印の少ない広い田畑では、農機をまっすぐ正確に運転すること自

体が難しいのですが、ロボットトラクタを使えば、初心者でもエキスパー

ト並みの正確さで運用できます。耕した跡はベテランの方と同じです

ので、ぜひ使っていただきたいですね。」と、岩本氏は笑顔で語ります。

　農林水産省の設定したガイドラインに準拠しているため、自身が操

GNSSを使った自動運転は、ロボットトラクタ（左）とロボット田植機「さ
なえ」で利用できます。

屋根の上の中央がGNSSアンテナ。左右に運行状況を知らせる信号
灯、前後左右に衝突防止のセンサーが備わっています。

作するトラクタに加えて、別のもう1台を運用することができるので、2

台で同時作業を行うことによって、作業の省力化・生産性の向上を実現

します。

docomo IoT高精度GNSS位置情報サービス
docomo IoT高精度GNSS位置情 報サービスは、農機具やドローンな

どの正確な制御のために作られたサービスです。10mほどの誤差が見

込まれるGPSに対し、基準点を用いたNetwork RTK 方式で数ｃm精度

の位置情報を取得可能。基準点のカバーするエリアは半径20kmで、

全国ほぼすべてをカバーしています。

専用のタブレットで、作業を制御・モニタリング。右は専用リモコンとア
ンテナ。

全国ほぼすべてを
エリアカバー

サービスエリアは
基準点から半径20km圏内

GNSS衛星
（GPS、みちびきなど）

位置補正情報を用いて位置情報を測位する
Network RTK方式により
数cmの精度で位置情報を把握いただけます

測量機器 建機 農機 自動車

ドローン

cm精度の位置情報

測位対象機器など基準点（全国に設置）
位置補正情報

※メールでのお問い合わせはサイトからご利用になれます。




